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スターバースト現象は、その莫大な力学的／放射エネルギーで銀河の進化に多大な影響を与える。この現象で
生成された大質量星のクラスターが、銀河中心のブラックホール (BH)に成長するというシナリオが考えられて
いる。すばる望遠鏡＋近赤外装置により定常的に達成されている 0.5秒角という空間分解能は、距離 3Mpcの典
型的なスターバースト銀河M82において 7pcという実スケールに値し、ほぼ各大質量星クラスターを分解するこ
とが可能である。
一方、他波長によるM82の観測も活発である。X線衛星ASCA及びChandraによる精密な観測により、M82
の銀河中心から約 140pc離れた所に質量 102 ∼ 108M⊙の中質量BHが存在することが明らかになっている (Tsuru
et al. 1997, Matsumoto & Tsuru 1999, Matsumoto et al. 2000)。さらにこの中質量 BH天体付近を源として、
巨大な分子ガススーパーバブル (MSB) が存在することも発見されている (Matsushita et al. 2000)。
今回我々はすばる望遠鏡カセグレン焦点に取りつけた IRCSを用いて、M82の中心領域約 2分角について、Brγ
と [FeII]輝線の撮像観測 (波長分解能約 100) および、CISCOにより観測されている大質量星クラスター 5つにつ
いてKバンドでの分光観測 (波長分解能約 300)をおこなった。その内 2つのクラスターはChandra により発見さ
れたX線点光源と位置がほぼ一致する。その結果、Brγ輝線は、MSBの内部に分布し、MSBの生成に関わった
スターバースト活動に伴うものであることを確認することができた。一方、衝撃波領域を良くトレースする [FeII]
輝線の分布は、MSBの位置とはきれいには一致しないことが分かった。この理由の一つとして、分子ガスが大量
に存在することから減光の影響が大きいことが考えられる。本発表では上記のすばる+IRCSによる観測結果か
ら、M82の星生成の歴史と活動銀河中心核の存在の可能性／形態について議論する。


